
鉤

〃
･
〃
･
〃

年
計
報
告
用
紙
の
印
順
注
文

6

‐
〃
･
〃
･6

第
六
回
常
任
理
事
会
、
午
後
六
時
よ
り
本
会
会
議

連
合
会
緊
急
理
事
会
出
席
の
件

つ
い
て
暮
恭謙
“
◇
会
報
““
号̂
参
論説
〉

　
　
　
　
　
　
　

し
ま
す
o

、主
な
‐

雪
像
ス
フ
イ
ン
ク
ス

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
は
、
札
幌
大
通
り
公
園
を
痒
台
に
一
月

三
十
一
日
か
ら
三
日
間
に
亘
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
雪
の
祭

典
-
白
雪
の
造
形
美
を
満
喫
す
る
こ
の
祭
り
は
昭
和
二
十
五
年

か
ら
は
じ
ま
っ
て
本
年
は
十
五
回
目
、
今
で
は
豪
華
な
北
国
の

ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
全
国
に
知
れ
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
終

始
予
想
以
上
の
人
気
と
記
録
的
な
人
出
で
賑
わ
っ
た
り

こ
の
写
真
は
七
丁
目
の
雪
像
ス
フ
イ
ソ
ク
ス
で
、
大
小
合
わ

せ
て
七
十
五
の
雪
像
中
、
最
も
す
ば
ら
し
い
造
形
美
を
披
露
し

た
四
基
の
大
雪
像
の
一
つ
で
あ
る
。
疑
一
0
･
五
米
、
横
二
二

･
五
米
、
高
さ
三
一米
り
エ
ジ
プ
ト
の
古
代
遺
跡
を
ほ
う
ふ
つ

さ
せ
る
傑
作
で
あ
っ
た
。

　 　 　 　 　　 　 　 　　　　　
　　　 　　　　　 　　　　　　、 国 五 の 一一 し わ 終 の 年 祭 月 札幌市菊水西町2丁目
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再
度
会
長
に
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会

長
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部

長

会

常
任
理
事
会

定
期
総
会

部
だ
よ
り
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;
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:
:
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:
"
:
:
"
;
:
"
:
ぅ

留
萠
、
小
樽
、
旭
川
、
空
知
、

札
幌
、
帯
広
、
宗
谷

ト
ー
力
ノ

:
.‐.‐:
:
."
.‐;
‐‐."
."
･･‐"
･:
′○

連
合
会
支
部
長
会
議

報

･:
:
!
!
!
!
"
!
:
↓
!
!
:
:
:
6

臨
調
会
答
申
案
に
つ
い
て

法
改
正
運
動
に
つ
い
て

会
員
異
動

･l
!
:
:
‐

支
部
別
異
動
状
況

入
退
会
者
、
事
務
所
変
更

.【
･:
‐:
:
:
･･･:
‐:
‐:
:
:
･････‘
〕

事
務
局
だ
よ
り

!
!
!
!

:
:
:
;
:
"
:
:
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事
務
局
日
誌

お
知
ら
せ
(行
政
書
士
登
録
者
)

後

己　　　
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強
制
会
と
し
て
、
本
会
発
足
以
来
第
四
回
目
の
定
時
総
会
を
迎
え
ま
し
た
本
会
も
三
年
余
の
年
月
を
経
過
し
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
今
回
の
定
時
総
会
に
於
て
、
再
度
会
長
と
し
て
御
選
任
を
賜
り
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
て
居
り
ま
す
と
同
時
に
そ
の
責

務
の
重
大
さ
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
元
よ
り
私
は
浅
学
非
才
で
あ
り
会
長
と
し
て
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
総
会

で
決
定
さ
れ
ま
し
た
事
項
は
も
と
よ
り
、
当
面
す
る
行
政
書
士
法
一部
改
正
、
臨
時
行
政
調
査
会
許
認
可
事
務
調
査
結
果
報
告

に
基
づ
く
行
政
書
士
登
録
廃
止
反
対
運
動
、
非
行
政
書
士
対
策
等
重
要
な
る
も
の
が
山
積
し
て
居
り
ま
す
の
で
、
各
役
職
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
諸
先
生
方
を
初
め
会
員
の
皆
々
様
よ
り
本
会
発
展
の
た
め
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
特
に
お
願
い

申
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

く第14号)書

報

告

士 会 報徹
初

部

長

会

昭
和
三
十
九
年
一月
六
日
午
後
六
時
、
中
央
工
務
所
に
於
て

道

渡
辺
会
長
以
下
三
部
長
揃
っ
て
初
会
合
し
第
一
回
理
事
会
開
催

海

に
つ
い
て
提
案
議
題
、
其
の
他
諸
準
備
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

し
しゴ

第
一
回
常
任
理
事
会

日
時

昭
和
三
十
九
年
一
月
十
四
日
午
後
六
時

場
所

辰
美
二
階

出
席

渡
辺
会
長
以
下
全
員

議
事

日

一
、
昭
和
三
十
八
年
度
収
支
決
算
の
報
告

1

各
費
目
に
つ
い
て
井
上
経
理
部
長
よ
り
詳
細
な
報
告
が
行

月

わ
れ
、
そ
の
間
、
会
費
の
納
入
成
績
、
会
報
の
費
目
を
新
設

4

す
る
こ
と
等
が
議
題
に
上
り
、
本
年
度
予
算
編
成
の
際
、
考

年

-‘

“

4

慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

6

二
、
第
四
回
定
時
総
会
開
催
の
件

9

藤
山
企
画
部
長
次
の
案
を
提
示
す
。

1
、
“総
会
は
二
月
二
十
三
日

日̂
曜

を
。

経
理
部
長

~言
原
荘
~
愛̂
知
△"
'
大
海
卯
一
(大
阪
△
巴

推
進
要
員

加
藤
有
行
(京
部
会
)
･
種
本
次
佐

(兵
庫
会
〕

民
谷
彰
康
(奈
良
会
)
･
広
田
英
三

(滋
賀
会
)

須
軽
正
彦
(和
歌
山
会
)
･大
野
四
郎
(岐
阜
会
)

庄
司
英
一
(三
重
会
)
･林
善
一
(愛
知
会
)

第
二
回
部
長
会

北 海 道 行 政 書 士 会 報(第14号)

支
部
総
会
に
役
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の

際
支
部
運
営
に
つ
い
て
打
合
わ
せ
を
す
る
内
容
を
協
議
す
る
た

め
、
昭
和
三
十
九
年
一
月
十
八
日
午
後
一
時
よ
り
旅
館
辰
美
で

会
議
を
開
い
た
。

努
頭
藤
山
企
画
部
長
よ
り
提
示
さ
れ
た
別
項
｢支
部
の
運
営

と
指
導
要
領
｣
に
つ
い
て
検
討
し
一
同
了
承
、
役
員
は
右
要
領

に
よ
り
会
費
納
入
の
状
況
、
そ
の
他
必
要
資
料
を
携
行
し
て
支

部
総
会
に
臨
む
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
他
諸
会
議
開
催
地
を
持
ち
廻
り
に
し
て
は
ど
う
か
に
つ

い
て
意
見
を
交
換
し
、
な
お
新
年
度
予
算
編
成
に
当
っ
て
会
議

費
の
目
を
新
設
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

支
部
の
邊
営
状
況
調
査
、
指
導
要
領

(三
十
九
、
一、
十
八

北
海
道
行
政
書
士
会
)

1
、
支
部
組
織
の
確
立

本
会
創
立
(三
十
八
、
九
、
十
一
)
以
来
三
年
有
余
に
亘

り
乍
ら
、
一
部
の
支
部
に
お
い
て
は
、
未
だ
に
支
部
役
員
の

選
出
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
従
っ
て
支
部
総
会
の

開
催
は
勿
論
、
三
回
開
催
さ
れ
た
本
会
総
会
に
も
欠
席
し
て

お
り
、
そ
の
運
営
は
誠
に
低
調
で

"行
政
書
士
の
品
位
を
保

持
し
、
業
務
の
融
害
進
歩
と
会
と
会
員
相
互
の
連
絡
･
調
整

を
図
る
た
め
"
と
し
て
設
け
ら
れ
た
十
三
支
部
の
意
義
は
極

め
て
小
さ
い
現
在
で
あ
る
。

来
る
二
月
二
十
三
日
に
予
定
し
て
い
る
第
四
回
定
時
総
会

は
、
本
会
役
員
の
改
選
期
で
も
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
、
有

能
な
代
議
員
を
選
出
し
て
二
月
十
日
迄
に
報
告
さ
れ
た
い
。

◎
代
議
員
の
選
出
は
:
:
･毎
年
一
月
一
日
現
在
の
支
部
会
員

数
三
十
名
に
対
し
一
名
の
割
、
三

十
名
に
充
た
な
い
端
数
人
員
に
対

し
て
も
一
名
。(会
則
二
八
、
二
九
)

◎
綱
紀
委
員
の
選
出
は
"
･第
三
回
定
時
総
会
に
お
い
て
、
札

9 6 4 年 4 月 1日

.-““‐-‐‘“-‘
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3
、
議
案
は
一
月
末
迄
に
ま
と
め
る
ー
そ
の
間
随
時
部
長
会

を
開
く
。

4
、
二
月
二
日

(日
曜
)
監
査
会
、
理
事
会
会
場
に
つ
い
て

は
地
方
会
員
の
希
望
が
あ
っ
た
の
で
札
幌
以
外
の
地
を
選

定
す
る
こ
と
に
な
り
、
定
山
渓
と
朝
里
の
両
地
が
候
補
に

上
っ
た
。
ま
た
会
が
経
費
全
額
負
担
は
至
難
で
あ
る
こ

と
、
会
員
の
負
担
を
一
人
当
り
千
円
に
す
る
か
五
百
円
に

す
る
か
等
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
会
場
決
定
は
交
渉
結

果
を
待
つ
と
い
う
こ
と
で
保
留
し
、
そ
の
他
は
提
案
の
通

り
決
定
。

三
、
支
部
の
運
営
に
つ
い
て

各
支
部
の
活
動
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
数
支
部
が
議

題
に
上
っ
た
。
支
部
が
動
か
ぬ
限
り
ど
ん
な
企
画
も
画
餅
に

過
ぎ
な
い
の
で
本
年
度
は
研
修
会
に
重
点
を
置
き
、
業
務
の

研
究
と
官
公
署
と
の
連
絡
を
主
眼
と
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め

の
助
成
を
考
慮
す
る
こ
と
。

支
部
は
必
ず
総
会
を
開
く
よ
う
要
請
す
る
こ
と
、
そ
の
時

期
に
つ
い
て
は
本
部
総
会
の
前
と
後
何
れ
が
よ
い
か
に
つ
い

て
論
議
を
呼
ん
だ
が
、
夫
々
必
要
な
理
由
が
あ
る
こ
と
で
、

可
否
と
は
別
に
今
回
は
代
議
員
選
出
の
関
係
か
ら
前
が
望
ま

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

支
部
総
会
に
は
役
員
を
派
遣
す
る
こ
と
。
そ
の
分
担
に
っ

　　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

“幌
寒

空
知
美
部
｢が
二
‐名
宛
写
し各
ね支

部
隊
一
名
で
A
計
十
五
名
と
選
出

さ
れ
て
い
る
。

(会
則
三
一)

2
、
支
部
の
運
営
経
過

調
査
す
べ
き
事
項

支
部
総
会
の
回
数

回

出
席
し
た
会
員
数

名

役
員
会
の
開
催
数

‐
回

研
修
会
等
の
開
催
数

回

そ
の

他

3
、
本
年
度
の
事
業
計
画

三
十
九
年
度
本
会
の
事
業
計
画
は
各
支
部
に
お
け
る
各
種

研
修
会
(法
令
研
究
、
申
請
届
出
書
式
の
講
習
)
を
主
眼
と

し
た
い
の
で
、
各
支
部
に
お
い
て
は
地
元
関
係
官
公
署
講
師

を
招
い
て
、
数
多
く
こ
の
種
の
催
し
を
持
ち
、
行
政
書
士
の

資
質
を
向
上
し
、
社
会
的
信
用
を
更
に
高
め
る
よ
う
指
導
さ

れ
た
い
。

○
研
修
会
経
費
の
助
成
(支
部
長
の
報
告
を
要
す
)

○
要
請
に
よ
り
本
会
よ
り
役
員
の
派
遣

4
、
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
の
納
入
方
法
は
会
員
各
人
か
ら
振
替
送
金
に
よ
り
会

へ
直
接
入
金
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
近
の

納
入
状
況
を
見
る
に
、
会
則
第
五
十
八
条
二
項
該
当
者
が
非

常
に
多
く
、
理
事
会
で
は
退
会
処
分
に
つ
い
て
特
に
慎
重
を

期
し
、
再
三
、
再
四
の
督
促
と
最
終
的
に
は
、
内
容
証
明
書

に
よ
り
潴
余
期
間
を
置
い
て
処
分
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

会
の
運
営
上
に
支
障
が
あ
る
の
で
、
支
部
長
の
一
層
の
協
力

を
お
願
い
す
る
。

う
、
関
係
官
公
署
へ
の
挨
拶

行
政
書
士
法
の
改
正
に
伴
い
啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
、
非
行
政
書

士
の
取
締
り
に
協
力
要
請
書
は
兼
ね
て
発
送
し
、
既
に
喜
々

行
政
書
士
の
認
識
は
得
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
今
回
の
機

会
を
利
用
し
、
地
元
支
部
役
員
と
同
道
し
、
事
業
計
画
等
を

兼
ね
非
行
政
書
士
の
排
除
の
た
め
更
に
要
請
す
る
こ
と
も
考

慮
顔
い
た
い
。

第
二
回
(緊
急
)常
任
理
事
会

日
時

昭
和
三
十
九
年
一月
二
十
二
日
午
後
七
時

場
所

た
つ
み
二
階

出
席

渡
辺
会
長
以
下
九
名

岸̂
川
、
森
口
欠
)

議
事

再
度
会
長
に
選
任
さ
れ
て

北
海
道
行
政
書
士
会

会

長

渡

四
、
そ
の
他

1
、
会
則
五
十
八
条
二
項
該
当
者
処
分
報
告

2
、
法
改
正
運
動
の
中
間
報
告
-
別
項
参
照

法
改
正
運
動
経
過
報
告

(中
間
)

法
改
正
運
動
促
進
会
議

三
八
･
一
一
･二
四

日
行
連
緊
急
理
事
会

(彦
根
)
で
開
催
、

慎
重
協
議
の
結
果
従
来
の
法
改
正
特
別
委
員
会
(清
丸
委
員

長
)
は
発
展
的
解
消
す
る
こ
と
と
な
り
、
新
た
に
こ
れ
が
実

践
推
進
せ
ん
が
た
め
組
織
体
準
備
に
全
国
支
部
長
会
が
も
た

れ
、
審
議
の
上
で
近
畿
、
中
部
両
支
部
へ
一
任
と
な
っ
た
。

一
二
･
四

近
畿
、
中
部
連
絡
会
議
に
よ
り
こ
れ
が
内
容
検
討

と
将
来
の
運
動
展
開
等
協
議
し
実
践
推
進
の
完
全
な
具
体
案

樹
立
。

一
二
･
一〇

衆
議
員
会
館
で
全
国
支
部
長
会
議
開
催
薮
に
改

め
て
法
改
正
運
動
促
進
会
議
が
承
認
誕
生
を
み
た
。
た
だ
ち

に
同
会
議
は
詳
細
な
る
促
進
企
画
を
発
表
、
完
遂
に
明
る
い

光
を
投
げ
か
け
た
。

因
み
に

本
国
会
で
通
過
の
た
め
万
全
の
推
進
体
勢
を
と
る
た

め
、
中
野
四
郎
(愛
知
)、
渡
海
元
三
郎
(兵
庫
)、
久
野
忠

治
(愛
知
)
等
先
生
を
国
会
陣
頭
に
送
り
、
促
進
会
議
が
一

致
統
制
に
当
る
こ
と
と
し
、
役
員
は
下
述
の
通
り
選
出
し
、

他
に
要
員
が
補
佐
す
る
こ
と
に
定
め
た
。

一
二
･
一
八

院
内
で
第
三
国
会
対
策
委
員
会
開
催
さ
れ
、
関

係
議
員
出
席
本
会
よ
り
橋
本
会
長
参
加
し
、
本
法
改
正
案
が

始
め
て
国
会
の
一
頁
へ
足
が
か
り
を
つ
く
り
、
読
調
整
の
段

階
に
入
っ
た
。

(次
は
国
会
再
開
後
)

三
九
･
一
･八

中
野
代
議
士
を
訪
問
、
本
案
通
過
に
対
す
る
具

体
的
方
途
等
諸
打
合
せ
、
着
々
改
正
実
現
に
邁
進
し
つ
つ
あ

　
　　

現
況

発
足
以
来
日
に
夜
を
つ
ぎ
東
西
奔
走
の
結
果
中
野
、
渡

海
、
久
野
先
生
を
中
心
に
他
諸
先
生
の
高
配
を
忠
実
に
本
会

が
反
影
実
践
の
暁
は
必
ず
や
実
現
に
多
大
な
る
可
能
性
を
得

る
に
至
っ
た
。
こ
の
と
き
全
国
会
員
諸
君
の
絶
大
な
る
協
賛

と
積
極
的
協
力
を
希
む
次
第
で
あ
る
。

(昭
和
三
十
九
年
一月
十
五
日
現
在
)

法
改
正
運
動
促
進
会
議
J
構
成

長

佐
野
金
一
(中
部
支

議
長

大
海
卯
一
(近
畿
支

に
つ
い
て

1
、
会
長
挨
拶
ー
各
位
の
お
手
元
に
お
届
け
し
た
臨
時
行
政

調
査
会
専
門
部
会
第
一分
科
会
の
調
査
報
告
は
中
間
報
告

で
あ
る
が
、
七
人
委
員
会
で
結
論
を
出
し
て
三
月
末
ま
で

に
は
内
閣
に
答
申
す
る
筈
で
あ
る
。
吾
々
は
こ
の
動
き
を

粉
砕
す
る
た
め
、
猛
烈
な
反
対
運
動
を
展
開
す
る
要
が
あ

る
。
各
位
の
熱
意
あ
る
ぎ主
愚
見
の
開
陳
を
希
望
す
る
。

2
、
各
理
事
は
予
て
用
意
の
意
見
書
を
提
出
し
、
臨
行
調
の

報
告
書
を
検
討
し
な
が
ら
熱
烈
な
反
対
意
見
の
開
陳
が
行

わ
れ
、
大
要
次
の
諸
点
に
意
見
が
集
中
し
た
。

①

登
録
廃
止
は
法
廃
止
の
前
提
で
あ
る
。

②

資
格
制
度
の
廃
止
は
既
得
権
侵
害
で
あ
る
。

③

民
業
を
圧
迫
し
民
生
安
定
に
反
す
る
。

④
汚
職
涜
職
を
益
々
蔓
ら
せ
る
因
を
与
え
る
。

⑥

悪
徳
不
良
の
孜
層
、
社
会
不
安
の
増
大
。

⑥

民
衆
の
権
益
擁
護
、
官
庁
事
務
の
よ
き
協
力
と
い
う

使
命
を
自
覚
し
て
品
位
の
向
上
と
業
務
の
研
究
に
努
め

る
よ
う
会
は
会
員
の
指
導
啓
蒙
に
日
夜
精
力
を
傾
け
て

い
る
現
在
、
然
も
漸
く
そ
の
軌
道
に
乗
る
機
運
に
向
い

つ
つ
あ
る
今
日
、
こ
れ
を
挫
折
せ
し
め
社
会
不
安
を
増

大
せ
し
め
る
が
如
き
暴
挙
は
絶
対
に
許
せ
な
い
。

3
、
以
上
に
よ
り
臨
調
会
答
申
案
に
は
反
対
す
る
こ
と
に
決

し
、
決
議
文
の
起
草
を
会
長
に
一
任
。

第
三
回
常
任
理
事
会

日
時

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
日
午
後
二
時

場
所

旅
館
辰
美
二
階

出
席

渡
辺
会
長
以
下
八
名
(藤
山
、
森
平
両
氏
は
留
萠
支

部
総
会
出
席
の
た
め
欠
席
)

議
事
一
、
役
員
派
遣
に
つ
い
て

総
会
の
日
取
り
決
定
の
次
の
支
部
に
対
し
派
遣
役
員
の
割

当
を
決
定
し
た
。

留
萠
支
部

二
月
二
日

役
員
出
張
中

小
樽
支
部

二
月
八
日

佐
藤
、
森
口

宗
谷
支
部

二
月
八
日

横
路

旭
川
支
部

二
月
九
日

渡
辺
会
長

空
知
支
部

二
月
九
日

佐
藤
、
有
馬

二
、
定
時
総
会
に
り
い
て

き

辺

慶

吉



総
会
会
場
は
横
路
、
佐
藤
両
氏
の
交
渉
結
果
に
基
づ
き

山
渓

舵

海
ホ
テ
ル
｣
と
決
定
o

第
四
回
定
時
総
会
議
事
概
要

定
山
渓

｢北
海
ホ
テ
ル
｣
と
決
定
。

)

2
、
総
会
は
二
十
三
日
午
後
一時
に
開
会
し
翌
朝
解
散
の
こ

号絶

と
。
そ
し
て
会
議
と
懇
親
会
の
予
定
時
間
、
解
散
の
予
定

第(

時
刻
、
そ
の
他
本
部
側
の
準
備
、
ホ
テ
ル
へ
の
注
文
等
に

つ
い
て
協
議
し
た
。

三
、
監
査
終
了
に
つ
い
て

榎
波
、
山
本
、
長
山
の
三
監
事
よ
り
、
昭
和
三
十
八
年
度

収
支
決
算
の
監
査
終
了
の
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。

四
、
昭
和
三
十
九
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

井
上
経
理
部
長
提
案
の
原
案
に
つ
い
て
、
理
事
、
監
事
合

同
で
審
議
し
た
。

五
･
臨
調
会
答
申
案
に
対
す
る
抗
議
に
つ
い
て

佐
藤
副
会
長
、
臨
調
会
答
申
案
に
対
す
る
反
対
決
議
文
を

報

読
み
上
げ
万
場
-致
可
決
、
全
員
連
署
し
た
o

檜
第
四
回
常
任
理
事
会

書

三
十
九
年
二
月
十
九
日
午
後
五
時
半
よ
り
会
事
務
所
に
於
て

就
い
磁
薄
嶮
浸
蝦
圷
汁
洛
汕
席
し
、
総
会
の
準
備
に
つ
い
て
協
議
し

-行
N
G
總
袋
の
我
職
分
毅
を
別
項
の
通
り
決
定
o

道

○
当
日
は
午
前
十
時
迄
に
全
員
ホ
テ
ル
へ
集
合
し
て
遺
漏
の
な

い
よ
う
準
備
す
る
こ
と
。

海

○
当
日
は
開
会
前
に
ホ
テ
ル
の
状
態
を
見
て
会
員
の
部
屋
割
り

と

を
決
定
し
、
ホ
テ
ル
へ
連
絡
す
る
こ
と
。

ゴ

0
総
会
出
席
者
名
簿
と
事
務
分
担
表
を
印
刷
準
備
す
る
こ
と
。

北
海
道
行
政
書
士
会
総
会

(三
九
･二
･二
三
)

定

山

渓

北
海

ホ
テ

ル

員

各

係
担
当

者

北

海

ホ

テ

係

別

係

員

日

案

内

係

(
ホ
テ
ル
の
番
頭
に
依
頼
す
る
こ
と
)

1

受

付

係

森
平

井
上

事
務
員

月

接

待

係

森
口

有
馬

　
　
　
　
　　
　　　　　

6

記

録

係

鈴
木

高
島

9

会
議
司
会
者

佐
藤

懇
親
会
係

横
路

井
上

事
務
員

9 6 4年 4月 1日

昭
和
三
十
九
年
度
事
業
計
画
案

一
、
会
員
の
研
修

1
、
業
務
研
修
会
の
開
催
:
▲
云員
の
品
位
向
上
を
図
り
社
会

的
信
用
を
高
め
る
た
め
、
各
支
部
毎
に
主
催
し
会
は
強
力

4
、
経
費
の
助
成
!
研
修
会
の
諸
経
費

(会
場
費
･
講
師
料

そ
の
他
)
の
助
成
を
す
る
。

一
、
非
行
政
書
士
対
策

1
、
一
般
啓
蒙
!
各
種
の
機
会
に
啓
蒙
P
R
を
図
る
。

2
、
実
態
調
査
ー
･各
支
部
の
要
請
に
よ
り
実
態
調
査
。

3
、
打
合
会
開
催
を
監
督
当
局
･
関
係
官
公
署
･
報
道
関
係

者
を
交
え
て
行
な
う
。

て

会
報
の
発
行

会
報
は
8
ご
幻
頁
と
し
隔
月
発
行
。

一
、
業
務
の
研
究

行
政
書
士
の
全
般
に
亘
る
関
係
諸
法
規
及
び
書
式
集
等
を

購
入
備
付
け
を
し
て
会
員
の
利
便
を
図
る
と
共
に
、
会
報
掲

載
の
資
料
と
す
る
。

新

役
員

雛 需 離婚難願"“" " " " 鞠 " 袖

渡
辺

魔
吉
札

藤
山

利
夫

“

佐
藤
幸
之
助

"

岸
川

隆
次
小

井
上

瑛
二
札

成
沢
梅
次
郎

"

有
馬

範
治

"

関
根

克
治

〃

横
路

雅
美

"

森
平

国
武

“

森
口
松
太
郎

"

竹
原
健
次
郎
函

細
井
伊
三
郎
小

後
藤

勲
空

荒

慶
次
郎
旭

橋
本

雄
一
留

藤
井

清
綱

灰
原

泰
広
室

石
本

則
善

日
官

佐
々
木
行
雄

帯

野
尻

渇
釧

北 海 道 行 政 書 士 会 報

理

事

昭
和
三
十
九
年
二
月
二
十
三
日
、
定
山
渓

｢北
海
ホ
テ
ル
｣

に
於
て
会
長
以
下
四
十
名
、
来
賓
二
名
出
席
。

開
会

午
後
二
時

議
事よ

り
、
次
の
要
望
事
項

計
画
中
に
職
域
擁
護
に

原
案
の
通
り
可
決
決
定
。

要
望
事
項

支
部
だ
よ
り

同
年
度
収
支
予
算

た
後
、
事
業
各
員

議
の
結
果
、
事
業

加
し
て
、
そ
の
他

留

萠

支

部

二
月
八
日
午
後
一
時
、
留
萌
市
労
働
会
館
に
於
て
総
会
を
開

催
し
諸
議
案
の
審
議
、
役
員
の
改
選
等
を
行
な
っ
た
。

支
部
長

小
杉
照
光

綱
紀
委
員

高
梨
晃
臣

副
支
部
長

中
沢
栄
造

代
議
員

斎
藤
良
助

小

樽
支

部

　

　
　

　　
　

　
　
　

二
月
八
日
午
後
二
時
よ
り
小
樽
市
民
会
館
会
議
室
に
於
て
、

細
井
支
部
長
以
下
会
員
十
二
、
外
来
賓
三
、
本
部
役
員
二
(佐

藤
副
会
長
、
森
口
理
事
)
出
席
し
支
部
総
会
開
催
。

議
事
一
、
三
十
八
年
度
の
事
業
経
過
と
収
支
決
算
の
報
告

原
案
通
り
承
認
決
定

名
ず
つ
の
詮
街
委
員
を
出
し
、
別

1
、
既
得
権
擁
護
に
関
す
る
事
項
を
事
業
計
画
の
中
に
加
え
て

ほ
し
い
1
空
知

2
、
非
行
政
書
士
防
止
に
つ
い
て
一貫
し
た
対
策
を
望
む
r
札

幌
･十
勝

3
、
総
会
は
全
員
出
席
す
る
よ
う
会
則
の
改
正
を
望
む
ー
十
勝

4
、
現
在
の
交
付
金
で
は
支
部
運
営
に
支
障
が
あ
る
。
改
善
を

望
む
ー
函
館

網
走

札
幌

有
坂

藤
山

通
り
決
定
。

会
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

山
ロ
事
務
員

札
槻
馬
空
知

室
蘭

事
搦
頗
錘
｣駒
崎
猪
本
添
田

(癈
)

二
、
役
員
、
代
議
員
、
綱
紀
委
員
改
選
の
件
"

全
員
再
選
の
発
議
に
よ
り
重
任
と
決
定

三
、
三
十
九
年
度
の
事
業
計
画
案
と
予
算
案
審
議
の
件

原
案
の
通
り
可
決

四
、
職
域
擁
護
に
関
す
る
件
と
臨
調
会
答
申
事
項
の
件

臨
調
会
報
告
に
対
す
る
本
部
の
対
策
に
つ
い
て
質
問
あ
り
。

佐
藤
副
会
長
よ
り
日
行
達
と
の
連
絡
経
過
に
つ
い
て
説
明
、

更
に
緊
急
理
事
会
の
反
対
決
議
文
を
朗
読
し
全
員
の
承
認
を

札
幌

札
幌

　　
　
　

　
　　　

更
に
緊
急

得
た
。

支
部
長

副
支
部
長

細
井
伊
三
郎

代
議
員

大
野

新
一

田
村

弘

"

清
水
光
五
郎

今
野

辰
巳

綱
紀
委
員

松
本

又
蕨

佐
藤

定
夫

予
備
委
員

成
田
塾
次
郎

清
水
光
五
郎

"

中
村

一郎

由
仁
町

但
野
先
生

赤
平
市

矢
野
先
生
新
十
津
川
村

杉
丼
先
生

美
唄
市

美
唄
市

後
藤
先
生

後
藤
先
生

岩
見
沢
市

岩
見
沢
市

岡
田
先
生

猪
本
先
生

岩
見
沢
市

室
田
先
生

岸
見
沢
市

道
本
部

笹
田
先
生

有
馬
先
生

滝
川
市

岸
崎
先
生

長
沼
町

岩
見
沢
市

中
野
先
生

今
村
先
生

上
砂
川

木
村
先
生

三
笠
市

道
本
部

駒
嶺
先
生

佐
藤
先
生

深
川
市

川
上
先
生

岩
見
沢
市

荒
先
生

岩
見
沢
市

嵯
峨
先
生

栗
山
町

、山
木
先
生

旭
川
支
部

一
月

日

室
に
於
て
、

長
以
下
会
員
一

支
庁
よ
り
山

　　　　
　
議
事
一
、
事
務
一
般
報
告
と

三
十
九
年
度
事
業
計

画よ
り
、
出

る
こ
と

に
な
り
、
互
選
の
精

果
、
荒
氏
に
決
定
。

讓

佐

木々
修
一

"

渡
辺

胸
蔵

"

松
田

森
蔵

代
議
員

三
副
支
部
長

兼
任

中
林
茂
三
郎

空
知
支
部

二
月
九
日
午
前
十
時

空
知
支
部

よ
り
提
案
が

あ
り
、
本
部

に
於
い
て
充

分
検
討
し
て

明
年
の
総
会

ま
で
に
原
案

を
作
成
す
る

こ
と
と
な
っ

た
。来
賓
の
祝

辞
が
あ
っ
て

閉
会
1
午
後

五
時
半
。
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岩
見
沢
市
空
知
会
館
に
於
て
、
猪
本
支
部
長
以
下
会
員
二
十
名

本
部
よ
り
二
名
(佐
藤
副
会
長
、
有
馬
理
事
)
出
席
し
支
部
総

会
を
開
く
。

議
事一、
三
十
八
年
度
の
事
業
と
同
年
度
の
経
験
報
告

一
、
三
十
九
年
度
予
算
案
と
講
習
会
に
関
す
る
件

以
上
何
れ
も
原
案
通
り
可
決
決
定
。

一
、
役
員
、
代
議
員
、
綱
紀
委
員
会
改
選
の
件

詮
衡
委
員
を
あ
げ
て
、
選
任
の
結
果
次
の
通
り
。

支
部
長

今
村
竜
太
郎

代
議
員

大
崎

国
文

副
支
部
長

東
地

安
古

綱
紀
委
員

杉
本

義
衛

"

樋
口

優

“

岡
田

勝
美

"

松
藤

文
武

予
備
委
員

後
藤

素
子

支
部
長

今
村
竜
太
郎

副
支
部
長

東
地

安
古

"

樋
口

優

松
藤

文
武

代
議
員

中
野

敷
薙

"

岩
崎

雑
作

矢
野

ス
ヱ

渉

外
連
合
会
支
部
長
会
議
概
要

昭
和
三
十
九
年
三
月
一
日
午
前
十
一時
か
ら
参
議
院
会
館
第

二
号
会
議
室
に
於
て
、
正
副
会
長
及
び
東
北
、
関
東
、
中
部
、

近
畿
、
四
国
の
各
支
部
長
、
法
改
正
推
進
会
議
本
部
か
ら
三
名

　
　

1
、
臨
調
会
答
申
に
対
す
る
反
対
対
策
の
件

法
改
正
運
動
と
並
行
し
て
反
対
陳
情
す
る
。

2
、
法
改
正
運
動
に
関
す
る
件

に
は
行
政
調
査
会
七
人
委
員
会
の
結
論
を
待
っ
て
具
体
的
な

検
討
に
は
い
る
。

　
　

　

　
　　
　

　　

　
　

こ
し
ま
す
と
、
"

い
る
。

の
結
論
が
出
る
ま
で
と

る
ま
で
、
か
な

法
改
正
運
動
の
中
間
報
告

ー
次
は
三
月
一
日
の
連
合
会
支
部
長
会
議
に
於
て
佐
野
促
進
会

議
議
長
が
行
な
っ
た
法
改
正
運
動
経
過
報
告
の
大
要
で
あ
る

促
進
会
議
誕
生
し
て
以
来
十
二
月
中
は
十
五
日
以
上
、
一
月

中
は
二
十
日
以
上
も
、
代
議
士
諸
先
生
、
自
治
省
、
日
行
達
の

‐間
に
水
も
漏
ら
さ
ぬ
連
絡
を
取
り
、
こ
の
間
改
訂
削
除
、
再
掲

承
認
と
三
転
し
て
漸
く
二
月
十
日
に
法
制
局
に
納
ま
っ
た
と
、

語
る
も
の
も
聞
き
入
る
者
も
共
に
感
激
の
涙
:
:
:
。

会
員
の
異
動

- 6 -

支
部
別
異
動
状
況
-
印
は
退
会
者
数
を
表
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登
録
番
号

五
三
-

五
三

"
.2
.1

"
･2
･24

　
　　
　　　

道 行 政 書 士 会 報

札

幌

支

部

は
去
る
一
月
二

七
、
二
十
八
の

ら
れ
て
改
正
条
項
の
説
明
を
な
し

二
月
二
五
日
午
後
一
時
、
鉄
西
出
張
所
に
於
て
総
会
開
催
、

た
。
法
制
局
に
廻
っ
た
以
上
こ
れ

ら
れ
な
い
し
、
法
制
局
に
於
て
も

支
部
規
定
の
一部
変
更
を
決
議
し
、
役
員
等
の
改
選
を
行
な
っ

“
、

た
。支
部
長

森
口
松
太
郎

副
支
部
長

山
田

寿
夫

大
堀

俊
雄

"

星

享
克

代
議
員

鈴
木

次
男

支
部
長

喜
多

副
支
部
長

新
谷
佐
々
木
行
雄

宗

谷

支

部

代
議
員

黒
川

澄

綱
紀
委
員

福
原

英
雄

森
口
松
太
郎

代
議
員

庄
内

直
吉

山
田

寿
夫

綱
紀
委
員

田
内

益
夫

大
堀

俊
雄

“

佐
藤

三
治

星

享
克

予
備
委
員

今

与
三
郎

鈴
木

次
男

"

半
田

公
夫

野
崎

幸

〃

山
入

利
通

高
島

正
夫

情

報
臨
調
会
答
申
案
に
関
す
る
情
報

-
次
は
機
略
代
議
士
秘
書
の
方
か
ら
横
路
本
会
理
事
宛
寄
せ
ら

れ
た
情
報
で
あ
る
o

1
、
今
回
の
臨
時
行
政
調
査
会
第
三
専
門
部
会
第
一
分
科
会
の

許
認
可
事
務
調
査
結
果
報
告
は
中
間
報
告
で
あ
り
、
最
終
的

入

会

者

支

部

札

幌

(
一月
と
二
月
の
入
会
者
九
名
)

名

氏

名

大

和

泰

行

玉

川

義

雄

藤

川

海

市

事

務

札
幌
市
東
苗
穂
町
六
一〇

,札
幌
市
南
一
条
西
七
丁
目

封
田
郡
真
狩
村
字
真
狩
一
二
二

9 6 4年 4月 1日

宗
谷
支
庁
担
当
係
殿
の
指
導
助
言
と
ご
尽
力
に
よ
り
、
漸
く

二
月
八
日
午
後
一時
半
よ
り
支
庁
三
階
小
会
議
室
に
於
て
支
部

総
会
開
催
の
運
び
と
な
り
本
部
よ
り
橋
路
理
事
が
出
張
し
た
。

然
る
に
当
日
は
支
部
会
員
の
出
席
な
く
流
会
の
止
む
な
き
に
終

っ
た
。
本
会
は
支
庁
当
局
の
助
言
も
あ
っ
て
其
の
機
会
に
同
支

部
の
運
営
を
軌
道
に
の
せ
る
べ
く
決
意
し
、
前
以
て
同
支
部
会

員
に
呼
び
か
け
、
横
路
理
事
は
諸
準
箱
を
整
え
て
望
ん
だ
の
あ

り
た
ち

9 6 4年 4月 1日

帯

広

網

走
" "
旭

川

空

知

、支

部

前

寺

患
三
郎

佐

藤

信

明

明

石

博

明

永

沼

祐

荒

慶
次
郎

柴

岡

清

人

氏

名

足
寄
郡
足
寄
町
本
通
三
丁
目
一

常
呂
郡
留
辺
蕊
町
字
上
町
五
二

旭
川
市
八
条
通
十
五
丁
目
右
一
号

空
知
郡
富
良
野
町
東
八
条
南
二
丁
目

旭
川
市
神
居
町
三
三

滝
川
市
大
町
二
三
四

事

務

所

+ 掬群 上 上 上 望 登
益

九
年

第四
八
号

又
三
九
年

"

一
号

塗
九
年

弟

一
号

メ三
九
年

夘
-一
号

窒 三
六
年

第
四

号

錫
番
号八

年
三
号

五
一二
六

五
三
七

五
三
五

五
三
=

五
三
O

五
三
一

:

-

‘

き

÷

"
･
2
･“

す

,2
,劉

"
･2
･14

一"
.2
･l

“
･
1
･m

"
･l
･“

一入
会
年
戸
E

支

部

室

蘭

空

知

旭

川

支

部

高
橋
新
左
衛
門

石

塚

竹
次
郎

佐

藤

北

士

氏

名

室
蘭
市
母
恋
北
町
一
八

夕
張
郡
由
仁
町
西
通
四
四

江
別
市
五
条
七
丁
目
二
七

事

務

所

一天
年

第

四

号

空
支
二
六
年

第
一六
号

知まず

登
録
番
号

四
三
八

二
五
八

三
二
二
"
.1
･4

会
員番
号
鰻
匙

"
･
14
･̂
〕′

"
･2
･盟

死

亡

廃

業

死

亡

備

考

通

常

退

会

(
一
月
と
二
月
の
退
会
社
三
名
)

退

会

者

" " "
札

幌

支

部

高

橋

利

夫

斎

藤

一

三

浦

喜

雄

大

滝

代

±

氏

名

千
歳
郡
恵
庭
町
大
町
八
二

札
幌
市
南
一
四
条
西
一
一
丁
目

札
幌
市
北
三
二
条
西
五
丁
目
三
一〇

札
幌
市
南
一条
西
一九
丁
目

事

務

所

第 登
録
番
号

規
五
‘ハ 諮畜ム

O
干
号 ずず号
四
二
六

三
八
七

一
七
二

一
三
○

会
員
番
号

" " "

絮
･12
･31

鎚
月陰

“ " "

一項
該
当

備

考

北 海 道 行 政 書 士 会 報

処

分

退

会

(第
二
次
分
四
名
)

事
務
所

変

更

(第14号)

支

部

小

榑

札

幌
“

名

新

旧

事

務

所

氏

名

北

村

亀
以
信

山

住

千

尋

酒

井

勇

三

届
出
年
月
日

"
.
1
.9

　
　　
　　

"
･1
･30

備

一

考

旧
姓
、
北
道
亀
以
信

諸
留

裏
方

事
務
局
だ
よ
り

事
務
局
日
誌

1

･
6

初
回
部
長
会
、
後
五
時
展
本
会
事
務
所
、
第
四
回
総

会
に
備
え
る
た
め
の
理
事
会
開
催
の
件
に
つ
い
て
協

議
。

1

･
6

愛
知
県
会
会
報
新
年
号
ご
寄
贈

1

･
7

東
京
部
会
会
期
第
十
号
ご
寄
贈

1

･
7

札
幌
支
部
長
宛
会
費
滞
納
者
の
処
分
に
つ
い
て
照
会

1

･
7

初
回
常
任
理
事
会
開
催
通
知
発
送

1

･
9

室
蘭
支
部
高
橋
会
員
逝
去
届
出
あ
り

1

･
9

北
村
小
樽
会
員
住
所
氏
名
変
更
届
出

1

1
約

荒
慶
次
郎
氏
入
会
へ(旭
川
)

ワ
′

十
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･r
“

“
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故

,札
幌
支
部
会
員

佐

藤

北

士

江
別
市
五
条
七
丁
目
二
七

三
十
九
年
一月
四
日
朝
急
死
さ
れ
た
旨
関
根
理

事
よ
り
電
話
連
絡
あ
り
享
年
六
三
歳
。

本
会
よ
り
即
日
弔
電
。
通
夜

(五
日
)
告
別
式

(六
日
)
に
は
星
副
支
部
長
本
会
を
代
表
し
て

出
席
慰
問
申
し
上
げ
た
。

故

室
蘭
支
部
会
員

高

橋

新
左
衛
門

室
蘭
市
母
恋
北
町
一
八

三
十
八
年
十
一
月
八
日
老
病
死
さ
れ
た
こ
と
、

三
十
九
年
一
月
九
日
ご
遺
族
よ
り
の
届
出
に
よ

り
分
っ
た
た
め
お
悔
み
も
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

享
年
八
十
歳
。
氏
は
一昨
年
来
殆
ん
ど
廃
業
状

態
で
あ
っ
た
由
。



報 (第14号)

1

･
賢

初
回
理
事
会
、
後
六
時
樅
辰
美
旅
館
、
定
時
総
会
、

支
部
運
営
強
化
等
に
つ
い
て
審
議

1

･
“

空
知
支
部
の
一会
員
よ
り
規
則
九
条
一項
に
該
当
す

る
書
類
な
り
や
否
や
の
照
会
あ
り

(二
月
二
十
日
付

で
空
知
支
部
長
宛
回
答
す
)

1

･
“

空
知
支
部
の
一会
員
の
会
費
免
除
申
請
書
受
理
(第

二
回
理
事
会
の
承
認
を
得
て
そ
の
旨
二
十
三
日
通
知

　
　

1

･
悠

第
二
回
部
長
会
、
後
六
時
於
た
つ
ね
、
役
員
派
遣
の

件
(支
部
総
会
出
席
の
た
め
)
に
つ
い
て
協
議

1

･
汐

各
支
部
長
宛
に
支
部
総
会
開
催
を
要
望
す
る
文
書
発

送

1

･
幻

臨
行
調
報
告
｢行
政
書
士
の
登
録
廃
止
｣
に
対
す
る

反
対
抗
議
書
の
送
付
方
連
合
会
会
長
よ
り
要
請
あ
り

(第
二
回
常
任
理
事
会
の
決
議
に
よ
り
役
員
連
署
の

反
対
決
議
書
を
二
十
八
日
連
合
会
会
長
宛
送
付
す
)

1

･
領

全
役
員
に
対
し
臨
行
調
報
告
に
対
す
る
反
対
意
見
を

土

文
書
で
報
告
方
要
請

ー
･
舞

緊
急
理
事
会
(第
二
回
)
開
催
通
知

書
{
げ
]

･
22

第
二
回
(緊
急
)常
任
理
事
会
、
午
後
七
時
樅
辰
美
、

政

臨
行
調
報
告
に
対
す
る
抗
議
そ
の
他
に
つ
い
て
審
議

す

行

ー

･
“

札
幌
支
部
故
佐
藤
会
員
に
対
す
る
弔
慰
金
星
副
支
部

道

長
宛
送
金

1
･
“

柴
岡
清
人
氏
入
会
(空
知
)

海

1
･
%
/
留
萠
支
部
総
会
開
催
の
通
知

(電
)

ヒ

ー

･
“

監
査
会
、
理
事
会
開
催
の
通
知
発
送

1
･
第
′
旭
川
支
部
よ
り
総
会
開
催
の
通
知

1
･
30

山
住
、
酒
井
両
札
幌
会
員
よ
り
住
所
変
更
届
出

1
･
虹

会
報
第
十
三
号
(新
年
号
)
発
送

1
･
31
!
小
樽
支
部
よ
り
総
会
開
催
通
知

1

･
乳

一月
の
会
員
移
動
通
知
(入
二
、
退
二
)

(
一
月
中
入
会
手
続
照
会
者
六
名
)

日

2
･
1
/
宗
谷
支
部
よ
り
総
会
開
催
通
知

月

2

.
ー

大
和
泰
行
(札
幌
)、
永
沼
祐
(旭
)
両
氏
入
会

4

2

･
2

藤
山
副
会
長
、
森
平
理
事
留
萠
支
部
総
会
出
席
の
た

年4

め
留
萌
市
へ
出
張

2
･
2
/
空
知
支
部
よ
り
総
会
開
催
通
知

2

･
2

監
査
会
、
第
三
回
常
任
理
事
会
開
催

午
後
三
時
よ
り
辰
美
旅
館
に
於
て
、
昭
和
三
十
八
年

会
場
経
費
等
に
つ
い
て
審
議

2

･
8

横
路
理
事
宗
谷
支
部
総
会
出
席
の
た
め
稚
内
市
へ
、

佐
藤
副
会
長
、
森
口
理
事
小
樽
支
部
総
会
出
席
の
た

め
小
樽
市
へ
出
張

2

･
9

佐
藤
副
会
長
、
有
馬
理
事
空
知
支
部
総
会
出
席
の
た

め
岩
見
沢
市
へ
、
渡
辺
会
長
旭
川
支
部
総
会
出
席
の

た
め
旭
川
市
へ
出
張

2

･
9

第
四
回
定
時
総
会
開
催
通
知
発
送
す

(来
賓
へ
は
十
八
日
案
内
)

2

･
物

藤
川
梅
市
氏
入
会
(小
樽
)

2

･
鯵

旭
川
支
部
新
役
員
氏
名
報
告
受
理

2

･
質

明
石
博
明
(旭
)、
(前
寺
忠
三
朗
(帯
)
の
両
氏
入

会

2
･
鰺

札
幌
支
部
総
会

2

･
郎

小
樽
支
部
新
役
員
氏
名
報
告
受
理

2

･
腸

連
合
会
臨
時
総
会
の
予
告
通
知
あ
り

2

･
汐

後
五
時
半
よ
り
於
中
央
工
務
所
、
会
長
以
下
一〇
名

出
席
、
総
会
に
樅
け
る
役
割
分
担
其
の
他
細
部
に
亘

る
準
備
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

2

･
雄

佐
藤
信
明
(網
走
)
氏
入
会

2

･
劉

空
知
会
員
石
塚
竹
次
郎
氏
廃
業
届
出

2

･
れ

帯
広
支
部
総
会
結
果
報
告
受
理

2

･
“

第
四
回
定
時
総
会
、
午
後
二
時
よ
り
定
山
渓
北
海
ホ

テ
ル
に
於
て
開
催
、
執
行
部
は
午
前
十
時
迄
に
会
場

に
集
合
し
準
備
に
遺
漏
な
き
ょ
う
期
し
た
。
当
日
の

出
席
者
は
理
事
者
一四
、
支
部
長
九
、
代
議
員
一
七

来
賓
二
、
事
務
員
二
、
総
計
四
四
、
近
来
の
盛
事
で

あ
っ
た
。

2

･
24

玉
川
義
雄
(札
幌
)
氏
入
会

2

.
“

岐
阜
会
、
東
一[小会
よ
り
会
報
寄
贈

2
･
“

二
月
会
員
異
動
通
知
発
送
(入
七
、
退
こ

お
知
ら
せ

行
政
書
士
登
録
者

夕
張
市
若
葉

照

上
砂
川
町
鶉

浦

栗
沢
町
北
斗

細

岩
見
沢
市
六
条

木

　
　
　
　
　
　　
　
　

　 照

井

政

雄

浦

川

唯

一

細

川

正

吉

木

村

保

中

村
"
利
い
'
勝

長
沼
町
市
街

神
楽
町
西
神
楽

旭
川
市
旭
町

旭
川
市
神
居
町

旭
川
市
六
条

網
走
市
柱
町

留

辺
蕊

町

登
別
町
上
鷲
別

五
十
嵐

伊

林

田

中

荒

慶

松

原

角

田

佐

藤

下

国

繁

雄

利

長
A

権

古

次

郎
入

枚

次

良

一入
【

信

明
ハ

　
　
　
　

後

記

○
定
山
渓
に
旅
け
る
第
四
回
定
時
総
会
は
例
年
に
増
し
て
盛
大

で
あ
っ
た
。
本
号
は
そ
の
大
要
の
報
告
に
留
め
た
の
で
詳
細

は
別
冊
議
事
録
写
し
に
よ
り
ご
承
知
願
い
た
い
。

0
諸
先
生
方
が
、
会
を
如
何
に
し
て
立
派
に
育
て
て
い
く
か
、

そ
の
方
途
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー

し
て
熱
心
に
続
け
ら
れ
た
。
然
も
そ
の
間
に
流
れ
て
い
る
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
を
目
の
あ
た
り
如
実
に
感
得
し
た
編
集
子

の
気
持
を
議
事
録
が
果
し
て
伝
え
て
い
る
か
ど
う
か
。

0
本
年
は
会
長
の
挨
拶
に
も
あ
る
如
く
会
の
浮
沈
に
関
す
る
重

大
な
問
題
が
重
な
っ
て
い
る
。
法
の
一
部
改
正
と
臨
調
会
答

申
反
対
の
運
動
は
何
と
し
て
も
勝
ち
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

○
青
々
は
連
合
会
本
部
の
活
動
に
対
し
て
協
力
し
監
視
し
て
い

る
時
、
本
部
か
ら
運
動
資
金
の
赤
字
を
訴
え
て
来
た
。
今
こ

こ
で
挫
折
し
て
は
、
今
ま
で
の
努
力
も
水
泡
に
帰
し
て
し
宝

、ムノ
0

0
運
動
賞
金
の
分
担
は
青
々
の
義
務
と
し
て
果
し
た
い
。
然
る

に
会
費
の
納
入
成
績
が
最
近
ど
う
も
思
わ
し
く
な
い
。
次
号

で
そ
の
詳
細
を
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
是
非
皆
様
の
ど

協
力
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。


